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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年1月4日(2018.1.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
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【化１】

［式中、
　ｍは、０又は１であり；
　ｎは、０又は１であり；
　ｐは、０～３であり；
　ｑは、０、１又は２であり；
　ｒは、１～３であり；
　Ａは：
結合；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－Ｃ（Ｏ）－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｃ（Ｏ）－；
－ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａ－；
－Ｃ（Ｏ）ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａＣ（Ｏ）－；
－Ｏ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｏ－；
－Ｓ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｓ－；
－ＳＯ２－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＳＯ２－であり；又は
　ｔは、０～４であり；
　Ｗは：
－ＣＲｂＲｃ－；
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；又は
－ＮＲｄ－であり；
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の１つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の２つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の３つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の各々は、ＣＲｅであり；
　Ｙは：
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；
－ＣＲｆＲｇ－；又は
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－ＮＲｈ－であり；
　Ｚは：ＣＲｍであり；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、各々独立して：
水素；又はＣ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよ
い）であるか；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、エチレン基を形成し
てもよく；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ７及びＲ８は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ３及びＲ４の１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６の１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒ９は、独立して：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；
　Ｒ１０は：
水素；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
ハロ；又は
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Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１１は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であるか；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６
又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択され
る１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていて
よい）を形成してもよく；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、二重結合を形成
してもよく；
　Ｒ１２は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１３は：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
；
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　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）である
か；
　又はＲｂ及びＲｃは、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒｅは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１

－６アルコキシで１回以上置換されていてもよく；
　Ｒｆは：
水素；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１－６アルコキシ
で１回以上置換されていてもよい）であり；
　Ｒｇは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
カルボキシ；
Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
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Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
カルボニルアミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルコキシ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
フェニル；
ヘテロシクリル；
ヘテロアリール；
Ｃ１－６アルキル－カルボニルアミノ；
カルボニルアミノ；又は
ヒドロキシであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；そして
フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｆ及びＲｇは、一緒になって、オキソを形成してもよく；
　又はＲｆ及びＲｇは、これらが連結している原子と一緒になって、４、５、６又は７員
の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１又は
２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を
形成してもよく；
　Ｒｈは：
水素；
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Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；
ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
フェニル；
ヘテロシクリル；又は
ヘテロアリールであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；そして
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フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｈならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原子と一緒になっ
て、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ

－又は－Ｓ－から選択される１又は２個の追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によ
りＲｉ－で１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｆ及びＲｇの１つならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原
子と一緒になって、３、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合によ
り－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場
合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　Ｒｉは：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
ハロ；
オキソ；
ヒドロキシ；
アセチル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
アミノ－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ；又は
Ｃ１－６アルコキシであり；
　Ｒｊ及びＲｋは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
；そして
Ｒｍは：Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ；
ハロ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－アミノ－
Ｃ１－６アルキルスルフィニル－アミノ－
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ２－６アルケニル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－カルボキシアミジニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル－Ｃ２－６アルケニル；
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アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；又は
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕであり；
　ｕは、０～２であり；
　ｖは、０～２であり；
　各Ｒｎは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｐは：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｑは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキルカルボニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；又は
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｓは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｔは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；又は
ヒドロキシであり；そして
　Ｒｕは：Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ；
ヒドロキシ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキルである］
で表される化合物又はその薬学的に許容し得る塩。
【請求項２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ１３、Ｒａ、Ｒｂ及びＲｃが水素であ
る、請求項１に記載の化合物。
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【請求項３】
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４がＣＲｅである、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　ｐが０である、請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　ｍが１である、請求項１～４のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　ｎが０である、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　Ａが：結合；又は－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｏ－である、請求項１～６のいずれかに記載の
化合物。
【請求項８】
　Ｗが、－ＣＲｂＲｃ－である、請求項１～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　Ｙが、－Ｏ－、－ＣＲｆＲｇ－又は－ＮＲｈ－である、請求項１～８のいずれかに記載
の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ９がハロである、請求項１～９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ１０が：水素；ハロ；又はＣ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオ
キソで１回以上置換されていてもよい）である、請求項１～１０のいずれかに記載の化合
物。
【請求項１２】
　Ｒ１１が：水素；ハロ；又はＣ１－６アルキルである、請求項１～１１のいずれかに記
載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ１２が：水素；又はＣ１－６アルキルである、請求項１～１２のいずれかに記載の化
合物。
【請求項１４】
　各Ｒｅが、独立して：水素；又はハロである、請求項１～１３のいずれかに記載の化合
物。
【請求項１５】
　Ｒｍが、以下から選択される、請求項１～１４のいずれかに記載の化合物：
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【化２】
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【請求項１６】
　式ＩＩ：
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【化３】

で表される、請求項１～１５のいずれかに記載の化合物。
【請求項１７】
　式ＶＩＩ：

【化４】

で表される、請求項１～１６のいずれかに記載の化合物。
【請求項１８】
　以下を含む組成物：
（ａ）薬学的に許容し得る担体；及び
（ｂ）請求項１～１７のいずれかに記載の化合物。
【請求項１９】
　関節炎、喘息、ＣＯＰＤ、乾癬、ループス（紅斑性狼瘡）、シェーグレン症候群、過敏
性腸疾患、特発性肺線維症又は筋硬化症の処置のための、請求項１～１８のいずれか一項
に記載の化合物。
【請求項２０】
　関節炎、喘息、ＣＯＰＤ、乾癬、ループス（紅斑性狼瘡）、シェーグレン症候群、過敏
性腸疾患、特発性肺線維症又は筋硬化症を処置するための、請求項１～１８のいずれか一
項に記載の化合物の使用。
【請求項２１】
　関節炎、喘息、ＣＯＰＤ、乾癬、ループス（紅斑性狼瘡）、シェーグレン症候群、過敏
性腸疾患、特発性肺線維症又は筋硬化症を処置するための医薬の調製のための、請求項１
～１８のいずれか一項に記載の化合物の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
発明の概要
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　本発明は、式Ｉ：
【化１】

［式中：
　ｍは、０又は１であり；
　ｎは、０又は１であり；
　ｐは、０～３であり；
　ｑは、０、１又は２であり；
　ｒは、１～３であり；
　Ａは：
結合；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－Ｃ（Ｏ）－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｃ（Ｏ）－；
－ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａ－；
－Ｃ（Ｏ）ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａＣ（Ｏ）－；
－Ｏ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｏ－；
－Ｓ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｓ－；
－ＳＯ２－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＳＯ２－であり；又は
　ｔは、０～４であり；
　Ｗは：
－ＣＲｂＲｃ－；
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；又は
－ＮＲｄ－であり；
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の１つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の２つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の３つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の各々は、ＣＲｅであり；
　Ｙは：
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；
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－ＣＲｆＲｇ－；又は
－ＮＲｈ－であり；
　Ｚは：ＣＲｍであり；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、各々独立して：
水素；又はＣ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよ
い）であるか；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、エチレン基を形成し
てもよく；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ７及びＲ８は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ３及びＲ４の１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６の１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒ９は、独立して：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；
　Ｒ１０は：
水素；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
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ハロ；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１１は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であるか；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６
又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択され
る１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていて
よい）を形成してもよく；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、二重結合を形成
してもよく；
　Ｒ１２は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１３は：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
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；
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）である
か；
　又はＲｂ及びＲｃは、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒｅは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１

－６アルコキシで１回以上置換されていてもよく；
　Ｒｆは：
水素；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１－６アルコキシ
で１回以上置換されていてもよい）であり；
　Ｒｇは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
カルボキシ；
Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
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Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
カルボニルアミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルコキシ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
フェニル；
ヘテロシクリル；
ヘテロアリール；
Ｃ１－６アルキル－カルボニルアミノ；
カルボニルアミノ；又は
ヒドロキシであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；そして
フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｆ及びＲｇは、一緒になって、オキソを形成してもよく；
　又はＲｆ及びＲｇは、これらが連結している原子と一緒になって、４、５、６又は７員
の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１又は
２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を
形成してもよく；
　Ｒｈは：
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水素；
Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；
ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
フェニル；
ヘテロシクリル；又は
ヘテロアリールであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
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もよく；そして
フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｈならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原子と一緒になっ
て、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ

－又は－Ｓ－から選択される１又は２個の追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によ
りＲｉ－で１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｆ及びＲｇの１つならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原
子と一緒になって、３、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合によ
り－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場
合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　Ｒｉは：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
ハロ；
オキソ；
ヒドロキシ；
アセチル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
アミノ－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ；又は
Ｃ１－６アルコキシであり；
　Ｒｊ及びＲｋは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
；そして
　Ｒｍは：Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ；
ハロ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－アミノ－
Ｃ１－６アルキルスルフィニル－アミノ－
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ２－６アルケニル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－カルボキシアミジニル；
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Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル－Ｃ２－６アルケニル；
アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；又は
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕであり；
　ｕは、０～２であり；
　ｖは、０～２であり；
　各Ｒｎは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｐは：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｑは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキルカルボニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；又は
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｓは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｔは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；又は
ヒドロキシであり；そして
　Ｒｕは：Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ；
ヒドロキシ；又は
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキルである］
で表される化合物又はその薬学的に許容し得る塩を提供する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０１２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２１】
本発明の化合物
　本発明は、式Ｉ：
【化２】

［式中：
　ｍは、０又は１であり；
　ｎは、０又は１であり；
　ｐは、０～３であり；
　ｑは、０、１又は２であり；
　ｒは、１～３であり；
　Ａは：
結合；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－Ｃ（Ｏ）－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｃ（Ｏ）－；
－ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａ－；
－Ｃ（Ｏ）ＮＲａ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＮＲａＣ（Ｏ）－；
－Ｏ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｏ－；
－Ｓ－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－Ｓ－；
－ＳＯ２－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－；
－（ＣＲｊＲｋ）ｔ－ＳＯ２－であり；又は
　ｔは、０～４であり；
　Ｗは：
－ＣＲｂＲｃ－；
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；又は
－ＮＲｄ－であり；
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の１つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の２つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の３つはＮであり、そして、他のものはＣＲｅであるか
；
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　又はＸ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４の各々は、ＣＲｅであり；
　Ｙは：
－Ｏ－；
－Ｓ－；
－ＳＯ２－；
－ＣＲｆＲｇ－；又は
－ＮＲｈ－であり；
　Ｚは：ＣＲｍであり；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、各々独立して：
水素；又はＣ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよ
い）であるか；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、エチレン基を形成し
てもよく；
　又はＲ３及びＲ４は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ７及びＲ８は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲ３及びＲ４の１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲ５及びＲ６の１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒ９は、独立して：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；
　Ｒ１０は：
水素；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
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シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
ハロ；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１１は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であるか；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６
又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択され
る１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていて
よい）を形成してもよく；
　又はＲ１０及びＲ１１は、これらが連結している原子と一緒になって、二重結合を形成
してもよく；
　Ｒ１２は：
水素；
ハロ；
カルボキシ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
オキソ；
ヒドロキシ；
アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
シアノ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；又は
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Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ若しくはオキソで１回以上置換されていて
もよい）であり；
　Ｒ１３は：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
；
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）である
か；
　又はＲｂ及びＲｃは、これらが連結している原子と一緒になって、３、４、５、６又は
７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１
又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい
）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ７及びＲ８の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｂ及びＲｃの１つは、Ｒ５及びＲ６の１つならびにこれらが連結している原子と
一緒になって、３、４、５、６又は７員の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－Ｎ
Ｒａ－又は－Ｓ－から選択される１又は２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合により
Ｒｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　各Ｒｅは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
シアノであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１

－６アルコキシで１回以上置換されていてもよく；
　Ｒｆは：
水素；
ハロ；
Ｃ１－６アルコキシ；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロ、ヒドロキシ若しくはＣ１－６アルコキシ
で１回以上置換されていてもよい）であり；
　Ｒｇは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
ハロ；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
カルボキシ；
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Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
カルボニルアミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルコキシ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
フェニル；
ヘテロシクリル；
ヘテロアリール；
Ｃ１－６アルキル－カルボニルアミノ；
カルボニルアミノ；又は
ヒドロキシであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；そして
フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｆ及びＲｇは、一緒になって、オキソを形成してもよく；
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　又はＲｆ及びＲｇは、これらが連結している原子と一緒になって、４、５、６又は７員
の飽和又は部分飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される１又は
２個のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を
形成してもよく；
　Ｒｈは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
Ｃ３－６シクロアルケニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－カルボニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
Ｎ－シアノ－アミノカルボニル；
Ｎ－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－シアノ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
Ｎ’－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アセトイミドアミジル；
２－ニトロ－１－Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－ビニル；
ホルミル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－スルホニル；
Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル－スルホニル；
Ｃ１－６アルキル－スルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－ヒドロキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
アミノスルホニル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノスルホニル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ；
Ｃ１－６アルキル－スルホニルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキル－スルホニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキル－アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
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Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル；
フェニル；
ヘテロシクリル；又は
ヘテロアリールであり；
ここで、Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又はハロで１回以上置換されていて
もよく；そして
フェニル、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロ
アルケニル及びＣ３－６シクロアルキル－Ｃ１－６アルキル部分は、非置換であっても又
はＲｉで１回以上置換されていてもよく；
　又はＲｈならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原子と一緒になっ
て、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合により－Ｏ－、－ＮＲａ

－又は－Ｓ－から選択される１又は２個の追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場合によ
りＲｉ－で１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　又はＲｆ及びＲｇの１つならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連結している原
子と一緒になって、３、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環（場合によ
り－Ｏ－、－ＮＲａ－又は－Ｓ－から選択される追加のヘテロ原子を含んでよく、かつ場
合によりＲｉで１回以上置換されていてよい）を形成してもよく；
　Ｒｉは：
Ｃ１－６アルキル；
ハロ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ３－６シクロアルキル；
ハロ；
オキソ；
ヒドロキシ；
アセチル；
Ｃ１－６アルキル－カルボニル；
アミノ－カルボニル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ；又は
Ｃ１－６アルコキシであり；
　Ｒｊ及びＲｋは、各々独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキル（非置換であっても又はハロで１回以上置換されていてもよい）であり
；そして
　Ｒｍは：Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ；
ハロ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－アミノ－
Ｃ１－６アルキルスルフィニル－アミノ－
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ２－６アルケニル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
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ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキル－アミノ；
Ｎ－ヒドロキシ－カルボキシアミジニル；
Ｃ１－６アルコキシ－カルボニル－Ｃ２－６アルケニル；
アミノ；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｐＲｑ；
－（ＣＨＲｔ）ｕ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；
－（ＣＨＲｓ）ｕ－Ｏ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕ；又は
－（ＣＨＲｓ）ｕ－ＮＲｎ－（ＣＨＲｓ）ｖ－Ｃ（Ｏ）－Ｒｕであり；
　ｕは、０～２であり；
　ｖは、０～２であり；
　各Ｒｎは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｐは：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　Ｒｑは：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－（Ｃ１－６アルキルカルボニル）－アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；
アミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノ－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
シアノ－Ｃ１－６アルキル；
カルボキシ－Ｃ１－６アルキル；
アミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｎ，Ｎ－ジ－Ｃ１－６アルキルアミノカルボニル－Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルキルスルホニル－Ｃ１－６アルキル；又は
Ｃ１－６アルコキシ－Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｓは、独立して：
水素；又は
Ｃ１－６アルキルであり；
　各Ｒｔは、独立して：
水素；
Ｃ１－６アルキル；
ハロ；又は
ヒドロキシであり；そして
　Ｒｕは：Ｃ１－６アルキル；
Ｃ１－６アルコキシ；
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ヒドロキシ；又は
ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキルである］
で表される化合物又はその薬学的に許容し得る塩を提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４８６】
　式Ｉの特定の実施態様において、ＲｈならびにＲ１０及びＲ１１の１つは、これらが連
結している原子と一緒になって、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和又は不飽和環を
形成する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４９１】
　式Ｉの特定の実施態様において、Ｒｆ及びＲｇの１つならびにＲ１０及びＲ１１の１つ
は、これらが連結している原子と一緒になって、４、５、６又は７員の芳香族、部分飽和
又は不飽和環を形成する。
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